
※　アンケート評価　A：そう思う　B:ややそう思う　C:あまり思わない　D:思わない　E:わからない 評価　A：十分満足である　B:ほぼ満足である　C:改善の必要がある

今年度の重点目標 具体的取組事項 評価指標（到達したい状況・状態） 結果
校内
評価

反省及び次年度への課題等 改善案
学校

評議員
評価

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

8０％
以上

７０％
以上

Ａ Ｂ

８０％
以上

７０％
以上

Ａ Ｂ

8０％
以上

7０％
以上

Ａ Ｂ

8０％
以上

7０％
以上

Ａ Ｂ

8０％
以上

7０％
以上

Ａ Ｂ

8０％
以上

7０％
以上

Ａ Ｂ

５５％
以上

５０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上
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評価基準

総
務
部

広報活動の強化
ホームページの随時更新と共に、インスタ等の活用
も検討しながら、より見やすく分かり易い情報発信
に努め、広報活動の充実を図る。

保護者（13）・教員（1）アンケートに
おいて「A」「B」と回答した割合

保：89%
教：９６％ Ｂ

●インスタの開設もあってか、保護者評価が若干向上
しＡ評価に近づいたが、各部署（学科、分掌、部活動
等）で掲載回数には差があり、掲載のタイミングもタ
イムリーでない時があったため、記事の更新が課題で
ある。

○全教員が、各分掌等において諸々の行事の記事作成
（ＨＰ更新）が実施（特に部活動）できるように、Ｈ
Ｐ講習会の時期や参加方法を検討し、よりスムーズに
対応できるようにする。

Ｂ

ＰＴＡ活動の活性化

①ＰＴＡ総会・評議員会・農業祭等での参加を呼びか
け、ＰＴＡ諸活動を通じて、保護者と教職員の相互理
解と連携を深める。
②定期的なＰＴＡ会報の発行（５・７・２月）と、ホーム
ページの更新等により、保護者への情報発信に努
める。

保護者（18）・教員（2）アンケートに
おいて「A」「B」と回答した割合

保：８２％
教：９８％ Ｂ

●ＰＴＡ総会時に進路関係の資料を配布したり、生産
物の販売（苗ものの配布）も行ったりしながら出席者
数の増を図っているが、３割維持がやっとだった。
●農業祭時、ＰＴＡのお店を２日間連続で出店いただ
いた。両日の出店にも関わらず、役員の皆さんが大変
協力的で、両日とも円滑に運営することができた。
●年３回のＰＴＡ会報（第３回は２月下旬発行予定）
は発行できた。ＰＤＦ化してＨＰに掲載することも実
施したが、内容は引き続き検討が必要である。

○生徒の活躍の様子をこまめに収集し、年３回の発行
を継続しながら情報発信を続ける。
○学校アシスタントなどの協力も得ながら情報収集に
努め、ＨＰ等への掲載をタイミングよく行う。

Ｂ

●多くの生徒は、理由のない遅刻や欠席がほとんどない
ことがパーセンテージに反映されている。一方で、遅刻や
欠席が多い生徒もあるため、延べ総数としては少なくな
い。

〇遅刻や欠席の多い生徒に対して、担任・学年部・健康
相談部などと連携して多方面から指導をする。その際、
きちんと出席することの意義なども理解させる。

A

キャリアプランニングの推
進

漢字検定､文章読解・作成能力検定の全生徒受験に
加え、英語検定や農業技術検定､各科専門資格等へ
の挑戦をとおして生徒のキャリアアップに努める。

生徒（9）アンケートにおいて「A」「B」
と回答した割合
１､２年次は今年度取得した資格数が
１つ以上の生徒の割合
３年次は３年間で３つ以上の生徒の
割合

生：７２％
資格：67％ C

●全員受検とし、その指導が学年・学科単位で行われてい
るものについては、それなりに合格者数が出ている。意欲
的に取り組み、実際に複数の資格取得・検定合格ができ
た生徒も多数いる。ただ全体で見たときには目標が達成
できていないのには、意欲だけではなく基礎学力が備
わっていない生徒が少なくないことも要因として考えら
れる。

〇様々な資格・検定の生徒への案内を徹底するととも
に、合格を目指すことの意義を理解させる。またそれを
達成できるための基礎学力を日々の授業や活動のなか
で定着させる手立てを講じる必要がある。

自己管理能力の育成
保護者、担任、生徒部との連携や、生徒への啓発を
とおして欠席と遅刻のさらなる減少を目指す。

生徒(16)・保護者（8）アンケートに
おいて「A」「B」と回答した割合

生：９５％
保：９１％ A

C

生
徒
指
導
部

校内外で積極的な挨拶の実
践

生徒会・風紀委員・教員で挨拶運動週間を実施。全
校集会、学年会などでも呼びかけを行う。

生徒(13)・教員(3)アンケートにお
いて「A」「B」と回答した割合

生：９７％
教：４９％ C

●生徒の自己認識と教員の評価の差が激しい。1,2学期
の挨拶週間（立番指導）以外に効果的な取り組みを実行す
ることができなかった。

〇社会生活における挨拶の必要性や効用について生徒
に伝えることで、自発的な挨拶へつなげる。
〇風紀委員会の活動の活性化。

C

教
務
部

〇交通安全教室の形態・内容を見直す。
〇定期的な街頭指導以外に、事故や苦情等の内容や場
所に応じた即応性の高い街頭指導を行う。
〇交通自治委員会の活動の活性化。

C

進
路
指
導
部

生徒の進路実現を達成する
ための体系的な指導体制の
構築

求人状況の速やかな公開、面接指導・小論文指導
（３年）、進路ガイダンス・進路希望調査・キャリア・パ
スポートを効果的に行う。

生徒(27)・教員(5)アンケートにお
いて「A」「B」と回答した割合

生：９５％
教：９８％ A

●Classroomを利用した履歴書作成や進路情報の提供
が浸透してきている。
進路に関する調査依頼・ガイダンスが増えてきている。生
徒や教員の過重負担にならないようにしたい。

〇増やすだけではなく精選を進める。

自転車の交通マナーの強化

全校集会、学年集会などの場面で法令・マナーの遵
守や命を守るための適切な運転の呼びかけ、学期
に１回の街頭指導においても注意・指導をしてい
く。

生徒（15）・教員(4)アンケートにお
いて「A」「B」と回答した割合

生：９７％
教：３１％ C

●春～秋にかけて軽微な自転車事故が多発し、運転マ
ナーについて地域からの苦情･心配も寄せられた。臨時の
全校朝礼を開催するなど、その都度指導は行ったが、生
徒たちには自分事として捉えられてない現状がある。

A

本校の特色を生かした進路
決定

インターンシップ、プロジェクト発表、農場当番、意
見発表、鑑定競技などの農業高校ならではの取り
組みが、面接ノート（３年）、キャリア・パスポートに適
切に記録されるよう促す。

生徒(22)・保護者(11)アンケートに
おいて「A」「B」と回答した割合

生：９５％
保：９４％ A

●生徒・保護者・教員間での共通認識を徹底したい。
農業高校ならではの取り組みが進学や就職に関わらず活
かせる点を自覚させたい。

〇キャリア・パスポートの振り返りだけではなく、自身の
活動実績として効果的に利用させていく。 A

●関係機関や校内の協力を得て、予定していた保健関連
行事をすべて遂行することができた。
●教育環境を維持するためには、日頃の点検や清掃活動
に力を入れ、今ある設備を維持できるよう取り組んで行
く必要がある。

〇環境整備に関わる活動については、常に校内環境の
情報を収集し、整備必要箇所等を把握するなど、状況に
応じた対応をしていく。

A

教育相談活動の充実
関係教職員と連携を図りながらＳＣの活用や教育
相談委員会・ケース会議等を適宜開催し、生徒の情
報共有や支援に努める。

教員（8）アンケートにおいて「A」「B」
と回答した割合

79% B

●問題を抱える生徒に対して、早期の把握、情報共
有、協議を通じて支援につなげることができるよう
努めた。
●諸会議が一部の関係者のみで行われているので、
見えない部分が多々あるのではないか。すべての人
が認知し、早期対応できるようにしたい。

〇年度はじめに教員対象に支援体制を周知し、関係教
員、学年部等の協力を得ることはもちろん、全ての教員
で生徒の情報の早期把握、共有化を図り、連携した支援
体制を構築していく。

保健関連行事の適切な運営
健康診断や健康教育、安全点検や環境整備作業な
ど、生徒の健康管理や良好な教育環境の維持に資
する各種行事を適切に行う。

保護者（15）・教員（6、7）アンケート
において「A」「B」と回答した割合

保：８９％
教：９３%,８９％ A

B

図
書
部

読書意欲を高める環境づく
りに努める

①生徒・教職員による選書を行い、魅力的な蔵書を
構築する。
②生徒図書委員会の主体的な活動を支えるととも
に、イベント開催や日常的な展示等により読書活動
を推進する。

一冊以上借りた生徒の割合 36% C

●昨年度に比べ、一冊以上本を借りた生徒の割合が減少
した（昨年50％）。実際、本を借りる生徒は固定化の傾向
がある。今年度立ち上げた出農図書館ウェブサイトの周知
が十分ではなく、新着図書情報が生徒たちに伝わりきら
なかったことも、要因の一つではないかと考える。

〇出農図書館ウェブサイトの内容をさらに充実させ、ポ
スター掲示を行うなどしてウェブサイトをPRし、新着図
書情報が確実に生徒たちに届くようにする。また、絵本
を読む会や季節ごとの展示も継続して行い、生徒たちの
読書活動を支援していく。

C

健
康
相
談
部

〇各クラスのHR（図書館利用）の時間を活用して探究活
動に必要な資料の検索方法を紹介したり、生徒のニーズ
に応じた資料の提供を計画的に行っていく。また、学校
図書館を授業等で活用して頂けるよう、各教科と連携を
とり、図書館を利用した授業がスムーズに行えるよう支
援する。

A
教育活動への支援の充実を
図る

①各教科・学年会と連携して、図書館を活用した授
業を支援する。
②生徒が興味を広げ探求を深められるよう、多様
な資料を提供するとともに、調べ学習のスキルアッ
プ支援など、情報活用能力の育成に資する。

生徒（30）・教員（9）アンケートにお
いて「A」｢B」と回答した割合

生：９７％
教：９８％ A

●今年度は１年生を対象に、好きなテーマで、図書館にあ
る資料と各自の端末を用いて情報収集をする練習を行っ
た。課題研究にもつながる内容であるため、１年次より計
画的に実施する必要があると考えている。



※　アンケート評価　A：そう思う　B:ややそう思う　C:あまり思わない　D:思わない　E:わからない 評価　A：十分満足である　B:ほぼ満足である　C:改善の必要がある

今年度の重点目標 具体的取組事項 評価指標（到達したい状況・状態） 結果
校内
評価

反省及び次年度への課題等 改善案
学校

評議員
評価

Ａ Ｂ

8０％
以上

7０％
以上

Ａ Ｂ

8０％
以上

7０％
以上

Ａ Ｂ

8０％
以上

６０％
以上

Ａ Ｂ

8０％
以上

６０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上
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生：９２％,９５％
保：９９％
教：９８％,９３％

A

寮
務
部

意欲的な学習態度の育成
通常時60分、試験期間90分の学習時間の確保と、
個に適した学習環境（食堂、舎室）を提供する。

生徒(20)･保護者(16)･教員(10)
アンケートにおいて「A」「B」と回答し
た割合

生：９４％
保：８５％
教：７６％

Ｂ

Ｂ

●通常、試験期間ともに学習時間の確保ができた。とく
に、試験期間中は、舎室だけでなく、申し出により食堂で
意欲的に学習に取り組む様子がうかがえた。

〇舎監の方々の協力をえながら、特に食堂での学習環
境を整えていきたい。両校の寮生が寮の心得を理解し、
よりよい学習環境になるように呼び掛けていきたい。

Ｂ

快適な寮生活を目指して、
寮内の環境美化の推進

①週番業務により責任感を持った寮生活を送るよ
う指導する。
②自治意識を持ち、互いに注意し合える雰囲気を
つくる。

生徒(21)・保護者(17)・教員(11)ア
ンケートにおいて「A」「B」と回答した
割合

A

評価基準

植
物
科
学
科

社会に通じる人間力の育成
①時間厳守・積極的にあいさつを行う。
②場面にふさわしい態度・行動がとれるよう指導す
る。

生徒（13､14）・保護者(9､10)・教
員(15､16)アンケートにおいて「A」
「B」と回答した割合

生：９７％,９７％
保：８８％,９２％
教：１００％,９５％

A
●各取り組みに対する評価は概ね良好であった。しかし、
生徒と保護者の評価で差がみられることから、学校と家
庭との連携を一層密にすることが引き続き重要である。

〇生徒の学校生活等の情報を教員間で共有し、学校生
活において場面に応じた適切な支援や声掛けを行うこ
とで社会に通じる人間力の育成に努める。

●課題研究や各教科における教科実習など積極的に取り
組むことができた。また、データの利用や活用など工夫し
て取り組むこともできた。

〇データをとることが目的ではなく、データ活用を通し
て自分自身の成長につながるような支援を行う学習活
動が展開できるようしたいと考えている。

A

専門科目関連への進路実現

①資格試験への積極的な挑戦と全員が1つ以上の
資格目指す。
②自営学科（農林大学校等）への進学指導を強化す
る。

生徒(8､9)・保護者（11）・教員(14)
アンケートにおいて「A」「B」と回答し
た割合
生徒(9)は1つ以上の資格･検定の合
格者

生：８８％,７２％
保：９４％
教：９５％

A

●様々な資格試験に積極的にチャレンジし今年度の多く
の生徒が合格した。ＦＦＪ検定やアグリマイスターゴールド、
プラチナを取得する生徒が増えるような活動を継続して
行きたい

〇就農を目指す生徒を一定数確保するために今後の関
係団体との連携を密に取り農業関係人口創出を図りた
い。また、学校休業日などを活用した農家研修など農業
の魅力発信に努めたい

農
場
部

研究活動の推進
①実験・実習を積極的に展開する。
②生徒主体の探究的学習を推進する。

生徒(2､22）・保護者（1）・教員
(12、13)アンケートにおいて「A」
「B」と回答した割合

A

自ら学ぶ姿勢の育成

①「農業と環境」「課題研究」等、授業の充実を図り、
主体的に問題解決に向けて粘り強く探究する姿勢
を育てる。
②資格取得に向けての意識付け指導を行う。

生徒（2､5､9）・保護者（2､22）・教
員(17､18)アンケートにおいて「A」
「B」と回答した割合

生：
92％,97％,72％
保：９４％,７７％
教：９５％,８６％

B

●専門科目に対する基本的な学習姿勢についての評価は
概ね良好であった。一方、専門科目を進路実現に結び付
けて学習する意識や、資格取得への取り組みについては
評価がやや低いことが課題である。

〇授業や実習等の中で学習の目的や将来とのつながり
を示すとともに、資格取得を見据えた目標設定の機会を
設けるなどして、生徒の主体的な学習意欲の向上を図
る。

B

A

自ら学ぶ姿勢の育成
①課題研究授業を充実させる。
②資格取得に向けての指導を強化する。

生徒（2､5､9）・保護者（2､22）・教
員(21､22)アンケートにおいて「A」
「B」と回答した割合

生：
92％,97％,72％
保：９４％,７７％
教：９５％,９５％

B
●職業資格の取得が自分の将来や進路につながることを
意識させ、意欲を持った取り組みができるような環境を
整える。

〇継続して取り組む。

社会に通じる人間力の育成
①時間厳守を徹底させる。
②気持ちの良いあいさつや言葉づかい、服装の指
導を行う。

生徒（13､14）・保護者(9､10)・教
員（19､20）アンケートにおいて「A」
「B」と回答した割合

生：９７％,９７％
保：８８％,９２％
教：９０％,８７％

A

B

食
品
科
学
科

社会に通じる人間力の育成
①時間厳守・あいさつを徹底させる。
②場面にふさわしい態度・行動がとれるよう指導す
る。

生徒（13､14）・保護者(9､10)・教
員（23､24）アンケートにおいて「A」
「B」と回答した割合

生：９７％,９７％
保：８８％,９２％
教：９０％,８６％

B

●取組に対する評価は概ね良好であり、特に生徒の自己
評価が高い傾向にある。一方で、保護者・教員による評価
と生徒自身の評価には差が見られるため、今後も家庭と
の連携を密にし、学校生活を通じて社会に通用する人間
力の育成に努める。

〇生徒への支援・声掛けの徹底とともに、当番実習等の
予定を早期に掲示するなど、情報共有の迅速化を図る
取り組みを継続して行う。これらを通じて、生徒が見通
しを持って主体的に活動できる生活環境を構築する。

B

環
境
科
学
科

〇生徒の学習意欲をより一層高めるため、引き続き実
習・実験・演習などを中心とした実践的な授業を展開す
る。

A

動
物
科
学
科

社会に通じる人間力の育成
①時間厳守・あいさつを徹底させる。
②場面にふさわしい態度・行動がとれるよう指導す
る。

生徒（13､14）・保護者(9､10)・教
員（26､27）アンケートにおいて「A」
「B」と回答した割合

生：９７％,９７％
保：８８％,９２％
教：９１％,８８％

B
●生徒からは高い評価であった。保護者や教員の評価と
はいくらか温度差が見受けられることが課題である。

〇朝終礼や授業、農場当番の際に、場面にふさわしい行
動や態度（服装含む）がとれているのか確認や声掛けを
行うことで、実社会で通用する生徒の育成に努める。

自ら学ぶ姿勢の育成
「農業と環境」「課題研究」を中心に問題解決型学習
の充実を図り、専門教科への主体性と探究心を育
てる。

生徒（2､5）・保護者（2）・教員(25)
アンケートにおいて「A」「B」と回答し
た割合

生：９２％,９７％
保：９４％
教：１００％

A
●取組に対する評価は良好であった。今後は生徒の主体
性や探究心を高めるため、より実践的な授業を展開し、学
びの深化を図る。

B

自ら学ぶ姿勢の育成

①「農業と環境」「課題研究」を中心に課題解決型学
習の充実を図り、専門教科の学びに対する主体性
と探究心を育てる。
②家庭学習を利用し、専門知識の定着を図る。

生徒（2､4､5）・保護者（2）・教員
(28)アンケートにおいて「A」「B」と
回答した割合

生：
92%,96％,97％
保：９４％
教：９１％

A

●生徒が主体的に学ぼうとする姿勢が見受けられるが、
学年により捉えかたに違いがあるかもしれない。
●ICT機器の活用により家庭学習の機会を増加させるこ
とができた。

〇SAを含めた低年次の専門科目においてさらに課題解
決型学習の充実を図ると同時に、ICT機器の活用によ
る反転学習の機会を増やす。

A

生：１００％
保：７６％
教：７２％

Ｂ

●舎監の方々の呼びかけや協力により、寮生がほぼ責任
感を持った生活を送ることができた。
●南側の木の伐採、夏の保護者による清掃活動、日頃の
清掃や学期ごとの清掃など、寮内外の環境美化がほぼ推
進できた。

〇出雲農林・大社の寮生同士が、普段からのコミュニ
ケーションを取りながら生活していくように促していき
たい（風呂の時間等）。
〇舎監の方々の協力をえながら、普段の環境美化につ
いてもう少し呼び掛けたい。

●社会に通用する人材の育成を念頭に置き、授業や実習
を展開するように務める。

〇継続して取り組む。



※　アンケート評価　A：そう思う　B:ややそう思う　C:あまり思わない　D:思わない　E:わからない 評価　A：十分満足である　B:ほぼ満足である　C:改善の必要がある

今年度の重点目標 具体的取組事項 評価指標（到達したい状況・状態） 結果
校内
評価

反省及び次年度への課題等 改善案
学校

評議員
評価

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

8０％
以上

７０％
以上

Ａ Ｂ

8０％
以上

７０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上

Ａ Ｂ

９０％
以上

８０％
以上
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A

●中学までは比較的狭い環境の中で育ってきた生徒たち
が、高校に入学して様々な地域から来た仲間に出会い、新
たな価値観の中で自分の生活習慣や学習への態度を農
林高校の枠組みの中で再構築したと思う。
●学年会では学校の枠組みを伝え続けることに気を配っ
た。

〇家庭学習に関して生徒の自己評価が低いのは、家庭
学習をもっとしなければならないという自覚があるもの
の実際には取り組めていない実態を分かっているとい
うことである。引き続き、マナトレなどを利用して家庭学
習を促していきたい。

B

地域へ視野を広げようと行
動する探究心を持った生徒
の育成

専門科目に意欲的に取り組むよう指導する。
教員(31、32)アンケートにおいて
「A」「B」と回答した割合

教：８８％,８８％ B
●各科の特色を生かした活動がおこなわれている。県内
研修や農業祭などでの学びの意義は大きい。

〇各科の特色を生かして、生徒の視野を広げていけるよ
うな取組をおこなっていきたい。

基本的生活習慣・学習習慣
の確立

①クラス、授業、学年集会等を通じて、生活習慣を
整え、高校での学びの意義についての指導を行う。
②マナトレなどを活用して学習へ意欲的に取り組む
ように指導する。

生徒（6､10､11､15）・保護者（9､
10､20）・教員(29､30)アンケート
において「A」「B」と回答した割合

生：３５％,８７％,
　　８２％,９７％
保：８８％,９２％,
　　７０％,
教：８８％,８８％

B

B

評価基準

全
体

一
年
部

〇資格取得によって進路選択の幅が広がることもある
ので、資格取得のメリット等をしっかり説明し、意欲的に
受験する生徒を増やしていきたい。また、課題研究等の
活動は引き続き充実したものとしていく。

B

三
年
部

最高学年として他の模範と
なる生活態度を実践し、自
己管理力を身につけた生徒
の育成

授業、HR、学校行事等の場面で随時指導する。
①状況に応じた言葉遣いやあいさつができるよう
に指導する。
②より良い学習環境の中で意欲的に学べるように
黒板消しや教室美化を徹底する。

生徒(11､12､15､16､17)・保護者
(9､10､15)・教員(36､37)アン
ケートにおいて「A」「B」と回答した
割合

生：82％,86％,
    97%,95％,
    98％
保：８８％,９２%,
　　８９％
教：８８％,８８％

A

●日々の挨拶、清掃など当たり前のことを大切にしきち
んとおこなうことができた。また、最高学年としての自覚
を持ち、学校行事では他学年をまとめ創意工夫のあるも
のにできた。
●一方で、各自が進路実現にむけ個々の目標に向かって
一生懸命取り組めるクラス環境があり、落ち着いて日々
の学校生活に取り組むことができた。

〇挨拶、清掃などの基本的な生活習慣は多くの生徒が
しっかりと身に付けることができている。一方で、場面
に応じて自ら考え動くことができるような力がもう少し
あるといい。学校行事などの様々な場面で他者と協力し
ながらそのような力を身に付けさせたい。

自ら学ぶ姿勢で志を持ち、
社会に貢献できる生徒を育
成する。

①進路実現に向けて主体的に資格取得や学力向上
に向けて学習できるように指導する。
②課題研究、インターンシップ等を通して、身につけ
た知識技能が社会に役立つことを実感できるよう
指導を充実させる。

生徒（9）・保護者（22）・教員（34､
35）アンケートにおいて「A」「B」と
回答した割合

生：７２％
保：７７％
教：８８％,８８％

B

●多くの生徒にとって、資格取得を目指し様々な試験に
挑戦することがモチベーションとなり学習意欲を高める
好循環を作ることができている。また、課題研究等を通じ
学んだこと実践に移すことも生徒が学習成果を実感でき
る場となっている。ただし、資格・検定試験の受験料が上
昇傾向にあるのは課題である。

二
年
部

社会に通じる人間力とコ
ミュニケーション力を持っ
た生徒を育成する

相手の立場に立って考え、場に応じた挨拶や言葉
遣い、活動や態度、発言や発表ができるように指導
する。

生徒（13､14）・保護者（9）・教員
（33)アンケートにおいて「A」「B」と
回答した割合

生：９７％,９７％
保：８８％
教：８８％

A

事
務
部

学校の快適かつ安全な教育
環境の整備に努める。

学校教育環境の整備においては緊急性・必要性を
考慮して実施するとともに、年間を通じて適切な施
設・設備の維持管理に努める。

生徒（31､32）・保護者（14､15）ア
ンケートにおいて、「A」「B」と回答し
た割合

生：９５％,８１％
保：９１％,８９％ B

A

進路実現に向け、情報の収
集や分析を主体的に行い、
進路決定ができる生徒の育
成

①週に１度学年会を実施し、生徒の情報交換を充実
させる。
②困り感を抱えている生徒の支援について、健康
相談部からの情報提供とアドバイスを受けるなど連
携していく。

生徒(22)・教員(38､39)アンケー
トにおいて「A」「B」と回答した割合

生：９５％
教：８８％,８８％ A

●担任間の連携を密に常に各クラスの情報を共有し、学
年全体での動きや、個々の生徒の抱える問題に対して、
様々なことを関係部署と連携し迅速に対応できた。また、
個々の生徒の進路実現に向けて個別の面談を重ね本人
の意向を十分に理解したうえで必要な情報を提供し支援
を行った。

〇学科によって学習内容が大きく異なるだけに週1回の
学年会での情報共有が学年としての意思統一を図るう
えでとても大切な場となっている。
〇この学年会をしっかり活用し、学年としてやるべきこ
とを迅速に把握し対応できるようにしたい。

A

A

●快適で安全な教育環境の整備のため計画的な点検、修
繕の実施に努めているが、校舎や機械設備等の老朽化に
加え、ここ数年は猛暑や台風などの被害により、緊急対応
を行うことが増えた。
●しかし、予算上の制約もあり、全ての案件に対応するこ
とが難しい状況である。

○緊急性や必要性を考慮し、優先順位をつけて計画的
に施設設備の維持管理を行って、安全確保と環境改善
に努める。
○公費以外の財源確保についても、引き続き検討して
いく。

B

グランドデザインの実現

学校生活全体を通して人間力（コミュニケーション
力、学力、自己管理力）を育成するとともに、学習活
動においてもＩＣＴ機器の活用、生徒個々の活躍の
場の提供等により、学ぶことに対する意欲（自主
性、専門性）を高める。

生徒アンケートにおいて「A」「B」と回
答した割合
コミュニケーション(3､13)
学力(6､7､10)
自己管理力(16､17､18)
自主性(2､14､19)
専門性(4､8､9)

コミュ:
72%,97%
学力:
35%,86%,87%
自己管理:
95%,98%,91%
自主性:
92%,97%,97%
専門性:
96%,88%,72%

B

●グランドデザインの育成方針にある５つの指標に基づ
いて１５件のアンケートを実施した結果、２件において目
標を下回る結果となった。
●コミュニケーション力のうち、挨拶や時間を守ることは
できるが、発表や議論が十分できていない、また学力に
ついては試験前には家庭学学習に取り組むが、普段から
取り組む生徒は少ないという結果になった。

〇社会に通じる人間力をもった生徒を育成するために、
以下の点について心掛けたい。
・コミュニケーション力　授業や実習等において、積極的
な発言、発表や議論がしやすい環境づくりを推進した
い。
・学力　計画的に家庭学習に取り組む習慣の定着を図る
ために、ICT端末などを効果的に活用したい。

B

出雲農林高校満足度の向上 教職員一丸となり魅力ある学校づくりを推進する。
生徒（1）・保護者（25）アンケートに
おいて「学校生活に満足している」に
対して「A」「B」と回答した割合

生：９２％
保：９１％ A

●生徒・保護者とも高い評価ではあるが、施設設備の老
朽化や校則の見直しなどが必要であるという記述もあっ
た。現状に満足せず、より良い学校運営を進めていきた
い。

〇学校生活をより良いものにするために、生徒からの声
に耳を傾け、持続的な改善ができるような運営の仕組
みを構築していきたい。

●普段の実習、当番だけでなく、インターンシップ、農業
祭、県外視察研修旅行等、様々な行事を通じて、多くの
方々と交流しコミュニケ―ション力を高めることができ
た。

〇引き続き多くの活動を通じながら、多くの方とコミュ
ニケ―ションをとる中で、相手を気持ちに配慮し、場に
応じたふるまいができる力を育成していく。


